
Product Information

説明
EX-CELL™ CD Hydrolysate Fusion は、 バッチ 培 養 及 びフェド
バッチ培養の両方の細胞培養プロセスで使用される組成が不特
定な加水分解物の代替となる合成品です。添加後の pH と浸透
圧への影響を最小限に抑える組成となっています。EX-CELL CD 
Hydrolysate Fusion は、チャイニーズハムスター卵巣（CHO）細
胞株に最適化されていますが、他の細胞型（NS0 や Sp2/0 等）で
も良好に使用できることが確認されています。

EX-CELL CD Hydrolysate Fusion は、加水分解物中に存在するこ
とが確認された成分、または細胞培養培地に一般的に見られる成
分で、動物由来成分を含まない Chemically Defined な成分のみ
から作られています。幅広い用途を実現するために、EX-CELL CD 
Hydrolysate Fusion は 4 種類の加水分解物（大豆、小麦グルテン、
酵母エキス、肉）から得られたデータに基づいています。

組成
EX-CELL CD Hydrolysate Fusion の組成は、SAFC Biosciences®
に帰属します。詳しい情報については、弊社テクニカルサービス
部門までお問い合わせください。

使用上の注意
培地の取り扱いや添加の際は、無菌操作で行ってください。本製
品は研究用、および医薬品製造用試薬です。ヒト、または治療用
ではありません。

製品の保管
乾燥粉末は 2 ～ 8℃で保管してください。有効期限が過ぎたもの
は使用しないでください。

製品性状について
正常な製品は、白色の流動性粉末です。製品が固まっていたり、
高湿度にさらされたように見えたりする場合は使用しないでくださ
い。その他、劣化を示すものとして、変色、物理的特性または性
能特性の低下が認められる場合があります。

調製手順
EX-CELL CD Hydrolysate Fusion は、ワンパートの水溶性乾燥粉
末です。乾燥粉末の状態で培地に添加することも、濃縮液体サプ
リメントとして添加することも可能です。アプリケーションに特有の
加水分解物の使用が培地やフィードの最終的な浸透圧に大きく影
響を与える場合は、EX-CELL CD Hydrolysate Fusion を使用する
際に、塩（NaCl 等）の添加による微調整を必要とすることがありま
す。使用前に浸透圧を確認し、現在使用している加水分解物のコ
ントロールプロセスと比較することをお勧めします。

乾燥粉末での使用
EX-CELL CD Hydrolysate Fusion の乾燥粉末は、従来の加水分
解物と同様に使用できます。培地やフィードへの添加は最終容量
に達する前に行うことが理想的ですが、最終容量に達した時点で
も pH および浸透圧にわずかな影響を与えるだけで添加すること
ができます（滅菌ろ過が必要）。

液体での使用
乾燥粉末は濃縮液体サプリメントに配合することもできます。安定
性を高めるために 20 倍（34.736g/L）までの添加をお勧めします
が、必要に応じてさらに高濃度の溶液を作ることもできます（60
倍等）。
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一般的な液体添加物の調製
1. 最終容量の 80％の液量から始めます。

2.  必要な量の乾燥粉末を添加します。

a．20 倍＝ 34.736 g/L

3. 完全に溶解するまで混合します。

4. 高濃度の水酸化ナトリウムを添加して、pH を 7.0（± 0.2）に
調整します。

5. 製品を滅菌ろ過し、2 ～ 8℃で保管します。

抗生物質等の添加物を製品へ添加する際は、無菌操作で行ってく
ださい。製品の保存可能期間は、添加物の性質の影響を受ける
可能性があります。

2. 新たなフェドバッチ手順―推奨プロトコール

a． グルコースおよび L- グルタミンのフィードプロトコルが適し
ており、各プロセスに合わせて最適化する必要があります。
グルコースが 2 g/L、グルタミンが 2 mM に達した時点で、
追加のグルコースおよびグルタミンのフィードを開始するこ
とをお勧めします。

b． EX-CELL CD Hydrolysate Fusion を添加する適切な時間
および添加量を決定してください。最適なパフォーマンスを
得るためには、複数のタイミングおよび濃度をテストする必
要があります。培養細胞が約 1.0 × 106 viable cells/mL
の密度に達した時点から 1 倍（1.74 g/L）の濃度で添加し
始めることをお勧めします。

特徴
外観
白色の流動性粉末

製品プロファイル
rIgG 抗体生産 CHO 細胞を用いたフェドバッチシステムにおいて、
EX-CELL CD Hydrolysate Fusion と加水分解物との比較評価を行
いました（図 1 および図 2）。

注：細胞増殖および生産性を評価する前に、独自の Chemically 
defined 組成に対して細胞株のアダプテーションを行いました。す
べての条件において、2 日目にそれぞれのフィードおよび 6 g/L の
追加グルコースが与えられました。

使用方法
一般用途
標準的な推奨使用量は 1 倍程度（1.74 g/L）です。特に高濃度 

（> 5 g/L）の加水分解物から置き換えられるシステムの場合、個々
の細胞株が異なる量を必要とする可能性があるため、各プロセス
に最適な濃度を条件検討することを強くお勧めします。濃度の条
件検討は 0.5 倍（0.87 g/L）から 3 倍（5.21 g/L）の範囲から始め、
必要に応じて範囲を拡大してください。条件検討のための中心点
の推定は、1 倍の EX-CELL CD Hydrolysate Fusion が組成不特定
の加水分解物の 3 g/L とほぼ同等であると仮定して計算できます。
詳細については弊社テクニカルサービス部門へお問い合わせくだ
さい。

バッチ培養（基礎培地への添加）
1. EX-CELL CD Hydrolysate Fusion をバッチ培養培地に加える

際、加水分解物を含まない基礎培地を大量に作成すること以
外、何も変更する必要はありません。製品（液体形状または
乾燥粉末形状）を添加するには、培地が最終容量に達する前
に、調製プロセスにおいて添加してください。

2.  EX-CELL CD Hydrolysate Fusion へのアダプテーションは通
常必要ありません。ただし、アダプテーションが必要な場合は、
下記のような、ウィーニング（weaning）プロトコールで対応
可能です。

a． 75％非 CD 培地 / 25％ EX-CELL CD Hydrolysate Fusion
含有培地から始めます。生存率および細胞増殖が望まし
いレベルに回復したら、50％ / 50％、次に 25％ / 75％、
最終的に 100％ EX-CELL CD Hydrolysate Fusion 含有培
地へ移行します。

フェドバッチ培養（フィードプロトコールへの添加）
1.  既存のフェドバッチ手順

a． 加水分解物の添加を EX-CELL CD Hydrolysate Fusion に
置き換えるだけです。

b． 加水分解物がマルチコンポーネントシングルフィードの一
部である場合、EX-CELL CD Hydrolysate Fusion をシン
グルフィードに組み込める可能性があります。その場合、
適合性の有無を確認する必要があります。適合しない場
合は、個別に添加する必要があります。
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図２：加水分解物との CHO 細胞 IgG 抗体生産性の比較

図１：加水分解物との CHO 細胞増殖曲線の比較
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